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本庄高等学校創立百周年に向かって

本庄高等学校創立百周年に向かって歴史

と伝統ある母校、本庄高等学校が 2022
年に創立百周年を迎えることは前号でも報

fIFを いた しました いよいよ判l織 を作 り、

後で1や学校に何を残すか ?な どの検討に人

りたいと思います.,記念式典 と記念lf業が

主になると思いますが、記念 l「 業において

は、同窓会員を始め、生徒、教職員等全員

が賛成出来るものを選ぶこと|ま 大変難 しい

ので、同窓会員からも多様な
=意

見をお願

いしたいと思います

どんな:記念 |「 業を行うか、によっても連

いますが、資 6)を 集めることが ^番 大変な

ことになります。貴重なお金ではあります

が、足非、皆 さん母校を思 う気持ち、将来

の [1本 を背負 うであろう人材育成のため、

関係者全員で資金を出し合い育てたいと思

います=今後は寄付のお願いもあるか と思

いますが、その節は是非ご協力をお願いい

たします.

′
i周 年 1氾か |「 業にあたつては今後 も皆さ

んに進捗状況をできる限 りli羊 しく報告させ

ていただきます。

ここで少々校内の活動状況をご報告させ

ていただきます。運動部 も文化部 も最近の

活躍には日覚ましいものがございます。

美術部では 3年生

の奥貫渚さんの作品

が 7月 に佐賀県で開

催 された「全国高
′
i「

学校総
/1N文 化祭」に

埼玉県代表 として選

出され、本高から|ま

初めての全国展へ,,

出品 とな りました

県ワ)代 表作品ですか

ら自信を持って今後

も作品を作 り続けるよ

たいと思います.

スポーツクラブでは陸上部のハンマー投

げで畦地忠太 くんが関東大会に 2年連itで

出場、今年
')県

大会て |ま 優 ]キ しました it
lま まだ 2年生て た年′′|(全 t::_ミ ■とこ

ろです

女 」ら,,「更■千二

周束大会に出
''オ

 111、 でな く、|‖ f4く という

ところがまた素‖∵らしt,と ころです

柔道部も昨年は (,2年 ぶ りに1月 東大会に

団体で出場 しています.文武両道を日指す

学校 として頑張っていることをご報告する

とともに、今後 も後輩に対する応援をお願

いし、同窓会長の挨拶とさせていただきます
=
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・平の数字は卒業年です)
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2022年 (令和4年)1■月■9日 (土)に

創立百周年記念式典を開催
埼玉縣立本庄高等學校創立百周年記念事業実行委員会

８
月
２４
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
後
援
会

・
学
校

。
同
窓
会
役
員

の
四
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
埼
玉
県
立
本
庄
高
等
学
校
創

立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
規
約
、
役
員
、
記
念
事
業
年
次
計
画
、
記
念
式

典
、
会
場
等
に
つ
い
て
協
議
。
実
行
委
員
長
に
狩
野
同
窓
会

長
、
同
副
委
員
長
に
竹
野
Ｐ
丁
Ａ
会
長
、
小
林
後
援
会
長
、

平
川
校
長
、
齊
藤
同
窓
会
副
会
長

（記
念
誌
編
集
部
会
長
）
、

茂
木
同
窓
会
副
会
長

（記
念
事
業
推
進
部
会
長
）
、
柿
木
同

窓
会
副
会
長

（募
金
対
策
部
会
長
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

年
内
に
も
記
念
事
業

推
進
部
会
議
を
開
催

実
行
委
員
会
組
織
に
記
念
式

典
準
備
部
会
、
記
念
誌
編
集
部

会
、
記
念
事
業
推
進
部
会
、
募

金
対
策
部
会
の
四
部
会
を
設
置

し
、
年
次
計
画
に
基
づ
い
て
活

動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
部
会
の
中
で
も
当
面
、
課

題
に
な
る
の
は
百
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
何
を
す
る
か
で
す
。

百
年
と
い
う

一
つ
の
大
き
な

区
切
り
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
の
事
業
の
選
択
に
あ
た
っ
て

は
非
常
に
難
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
み
ん
な
で
知
恵
を
絞

り
在
校
生
、
保
護
者
、
教
職
員
、

卒
業
生
み
ん
な
か
憲
い
出
に
残

る
事
業
を
考
え
て
‐・，き
た
い
も

の
で
す
　
そ
の
事
・菜
内
容
に
よ

っ
て
募
金
対
策
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
た
．

２
０
２
２
年
‐ｔ

ｉ
・え
、
年

が
明
け
れ
ば
そ
の
作
業
期
間
は

実
質
２
年
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
記
念
事

業
推
進
部
会
を
年
内
に
開
催
し
、

具
体
的
な
事
業
内
容
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
等

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
実
施
の
課
題
は

や
は
り
予
算
確
保

記
念
式
典
の
開
催
日
は
、
学

校
行
事
等
を
勘
案
し
、
創
立
百

周
年
の
２
０
２
２
年

（令
和
４

年
）
Ｈ
月
１９
日

（土
）
、
会
場

は
来
賓
、
生
徒
数
な
ど
の
出
席

者
数
か
ら
本
庄
市
民
文
化
会
館

（客
席
数
１
２
０
０
席
）
を
予

定
。
式
典
の
内
容
、
記
念
講
演
、

記
念
品
等
は
記
念
式
典
準
備
委

員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

記
念
誌
に
つ
い
て
も
、
そ
の

内
容
や
ペ
ー
ジ
数
、
原
稿
依
頼

な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り

一
番
の
課
題

は
こ
れ
ら
を
実
施
し
て
い
く
上

で
の
予
算
の
確
保
。
各
部
会
で

の
事
業
内
容
を
精
査
し
、
予
算

計
画
を
立
て
て
い
く
方
針
で
す
。

創立百周年記念事業
実行委員会 組織図 実行副委員長

竹野 信征 (P tt A会長)

小林 康由 (後援会長)

1平川 充保 (校長)

1齊
藤 勝次 (同 窓会副会長)

茂木 秀夫 (同 窓会副会長)

柿木 左近 (同 窓会副会長)

記念式典準備部会長

平川 充保 (校長)

記念誌編集部会長

齊藤 勝次 (同窓会副会長)実行委員長

狩野 輝昭 (同 窓会長) 記念事業推進部会長

茂木 秀夫 (同 窓会副会長)

募金対策部会長

柿木 左近 (同窓会副会長)

林湘 み き
事業内容

公共事業各種電気工事

老人福祉施設電気工事

住宅配線電気設備工事

互≧ 鴨F 壊置賢醤彊言帯電気設備工事~  ‐
  各種工場電気設備工事 など

代表取締役 新 井 弘 行
(14成 元年卒・高41口l)組傷

〒367‐0201 1rl「 県本,LIド 児 EFr蛭 川399‐l TEL:0495720271

クリニック版電子カルテ

多 シ カリ嚇
2015年購入医師による評価日本一 !

〇
」:□―rVLソフトウェフ

医療システム開発、通信システム開発・検証

代表取締役 会長 狩 貫Fり暉
:口昭

(昭和41年卒・高18回 )

〒367-0044 埼玉県本庄市見福三丁目11番 10号

TEL:0495-22-0001       FAX:0495-24-3380

新車。中苦車販売/総合整備センター /保 険代理店機
量
=∬

ξ動車●
代表 III締役 森 本寸 俊 行

(昭オロ61年卒・高38回 )

〒369-0305 埼玉県児玉郡上里町ネ申保原町841-|
tel:0495-33-3181 fax:0495-33-2407
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活 躍 す る 同窓 生
「世のため後のための教育」～教職の原点は本高～

本庄市教育長 勝 山

私が本庄高校に入学 したのはもう

半世紀も前のこととなります。入学

当初の応援練習では中学 との違いを

強烈に感じたことを覚えています。

部活動は電気部で、当時はやって

いたアマチュア無線に凝 り、アメリカ

プロフィール

昭和48年 卒 (高 251頁 |)。 本庄市

(児玉町)生 まれ。東京理科大学JT

学部卒。昭和52年 411東京都及

び埼玉県の中学校教員 (理科)c

｀
F成 20年 4月 本庄市立中央小学

校長G平成 22年 4月 県教育局北

部教育事務所長等。平成 25年 4

月本庄 rll立 児 K中 学校長。

平成 26年 4月 本庄 ‖f教 育委 il会

教育長 (6年 日)。

免

'さ

ん (昭和48年卒・高2

などの国のほか、名前も聞いたことの

ない国の人、南極越冬隊員などとの

交信に興奮しました。将来は技術者、

研究者になることを夢見て大学もその

方面に進みましたが、「何かの役に立

つかも」 との安易な考えから教員免

許の取得もしておりました。

本庄高校での教育実 i留 で教員の魅

力に触れ、教員もいいなと思 うよう

になり結果的に教職の道に進みまし

た。今あるのは母校での教育実習の

経験であり、当時の先生方や生徒に

は感謝 しております。

私の教職人生は東京都をスター ト

に埼 に県内の小 。中学校また、県や

市の教育行政の仕事をさせていただ

きました。平成 26年 4月 から縁で本

5回 )

庄市教育長を

拝命し、現在

に至っており

ますが、これまでの同窓生をはじめ多

くの素晴らしいノ、との出会いに感謝し

ております。

|ド の教育大綱 「世のため 後のた

めの教育～未来を拓 く人を育み、歴

史と文化の薫るまち」では、郷上の

偉ノ、塙保己 ‐の高潔な精神から学ぶ

教育を進め、これからの時代を切 り

拓いていける知徳体のバランスの と

れたノ、†オ育成を日指 しております
=

同窓の皆様には、教育長就任以来

様々な形でお力添えをいただいてき

たところですが、今後 ともよろしく

お願いいたします。

地元の若い音楽家の活動を全力で応援

フルー ト奏者 りII上 葉 月 さん (平成20年卒・高60回 )

視野を持つことにつながったと思い  今後は後進の育成に力を注ぎ、当

ます。今でも高校時代の友人たちは 時の私のように夢に向かおうとして

もちろん、当時の先生方に支えられ  いるノ、、そして若い音楽家が地元で

ています。             活動できるよう全力を尽 くしたいと

今、私はフルー ト奏者 として演奏

する傍 ら、音楽市務所の運営、深谷

市の PR活動をしています。こうし

た活動の原点 となるのが高校時代だ

ったと確信 しています。

高校時代は部活動 (吹奏楽部に所

属 していました)と 音楽大学受験の

勉強に明け暮れる日々でしたが、体

育祭や文化祭などの学校行事に積極

的に参加 し、多 くの友人たちと楽し

く過ごしたことは、音楽家 として感

性を柔軟にし、経営者 として幅広い

高校卒業後は武蔵野音楽大学に進

み、音楽雑誌の出版社に勤務後、長

年の夢であったフランス・パリヘ音

楽留学じ帰国後 「地元深谷市を音楽

でア[気 に」をモットーに音楽活動し、

2016年 には音楽教室を設立 しま

した。

生徒の中には本庄高校を志望する

中学生も多 くいます。私が在学 して

いたときの本庄高校の魅力が変わる

ことなく、次の世代に知られている

ことが とても嬉 しく、また先輩 とし

て誇らしく思います。

思っています。

プロフィール
平成 20年卒 (高 60回 )。 深谷

市生まれ。武蔵野音楽大学卒業 .

_高校時代から国内コンクー
'し

多 _

数人11

2014年 フランス・バリ1 9 LXヽア

ジャック・イベール音楽院に留学。

2016年帰国後は地元深谷市に

て音楽教室を開講。演奏活動の

ほか、第25代深谷フラワークイ

ーンとしても深谷をPR。

2017年 にはクラウドフアン

ディングでCDを 制作。

犬 伏

職

問

長顧
精

〈
六
十
叩

汁精”
住際嗣

福  寺
塩 原  宥 暁
(昭和 28年卒 。高 51可 )

〒 367-0031 本庄市北堀 1527
TEL 0495--22-3761

家庭用・工業用プロパンガス販売・配管工事
酸素・アセチレン他一般高圧ガス販売
溶接・切断材料・器具販売

TEL 0495-22-3678 FAX 0495-22-7

③ 株式会社 本庄プロバン
代表取締役 金井義幸

昭和57年卒(高 34回 )

〒367-0047埼 玉県本庄市前原2-3-3



1922年 4月 8日埼玉県本庄中学校として開校 第 50号  (4)

全

日

制

近

況

全
日
制
教
頭

赤
沼

勝
美

４

月８
日

（月
）
第
７４
国
人
学
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
¨
３
２
８

名

の
新
入
生

の
人
学
が
許
可
さ

れ
、
全
日
制
は
９
７
９
名

の
生

徒

で
平
成
３‐
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た

ヽ

校
長
式
辞
、
新
人
生
代
表

の

こ
と
ば

に
続

い
て
同
窓
会
会
長

狩
野
輝
昭
様
か
ら
ご
祝
辞
を

い第フ4回 入事三

た

た

き

ま

し

た

一輌“一・

３‐
日

（金
）
陸
Ｌ
競
技
部
関

東
大
会
出
場
の
壮
行
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
窓
会
長
様
か
ら

激
励
の
言
葉
と
激
励
金
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。

３‐
日

（金
）
柏
樹
祭
～
体
育

の
部
～

（体
育
祭
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
．
８
色
の
プ

ロ
ッ
ク

に
全
学
年
を
分
け

て
競

い
合

い
、
企
画

・
進
行
な
ど
は
生
徒

会
と
部
活
動
の
生
徒
が
担
当
し

ェよ
―
二
に

６

月５
日

（水
）
～
Ｈ
日

（火
）

ま
で
三
者
面

‐
ｉ炎
が
行
わ
れ
ま
し

た
　
学
習
面
、
生
活
面
や
進
路

等
に
つ
い
て
生
徒

・
保
護
者

・

担
任
の
三
者
で
相
談
す
る
機
会

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

２２
日

（―‐
）
特
進
ク
ラ
ス
の

生
徒
を
対
象
と
し
た

「
ス
ー
パ

ー
講
義
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
間
２０
回
予
定
さ
れ
て
い
る
講

義
も
今
日
は
５
回
目
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
期
末
者
査
を
控

え
、
生
徒
は
熱
心
に
講
義
を
受

」り
´ヽ
い
斗ま
，し
上
に

７
月９

日

（Ｉ
）
■
１
回
学
校
評

一藪
員
／、一
・

●
ｔ
．．
「
懇
話
会
が

行

わ
・′ビ
Ｆ

二
．
　

■
【
、
贅
要
説

「「
．　
″
〓
■
、　
　
　
　
　
一　
　
一
一́
〓

・́
・つ
一一

一、
■
三
二
´

．　
　
一・
″
　́
一■

■́
一
こ
思

‐８
日

（
卜
）

、
　

一
ヽ
　
　
三

一
　
　
一

．
´
、
ヽ

一́ヽ
　́

）

．́
′一

・ｒ
一
一一■

、一さ

一
一

・

一
．

´

ジ
で
の
語
学

。
国
際
交
流
な
ど

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
、
こ
の

研
修
に
参
加
す
る
生
徒
に
同
窓

会
か
ら
研
修
支
援
金
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
．

８

月‐２
日

（月
）
～
１３
日

（火
）

女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
が
３
年
連

続
で
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
同
窓
会
長
様
か
ら
激
励
の

言
葉
と
激
励
金
の
贈
呈
が
あ
り

ま
し
た

２４
日

（Ｌ
）
～
２６
日

（同
）

ま
で
、
特
進
ク
ラ
ス

．
年
ｔ

・

二
年
生
の
７４
名
が
参
加
し
て
特

進
合
宿
が
国
立
女
性
教
育
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
「授
業
マ
ビ

ア
サ
ポ
ー
ト
実
習
」
「
大
学
見

学
」
な
ど
充
実
し
た
１
日
間
を

仲
間
と
共
に
過
ご
し
ま
し
た

９

月２
日

（月
）
第

二
学
期
始
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
　
校
長
先

生
か
ら

「ど
の
取
り
組

み
も
告

さ
ん
が
主
人
公
で
す

　

．
ノ
、
ひ

と
り
真
剣

に
取
り
組

魚
、
個
は

を
仲
ば
し
、
活
か
す
取
り
組
み

を
し
て
ほ
し

い
・
と
Ｉ
が
あ
―，

ま
し
た

始
業
式
後

に
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
研
修
報
告
会
、
生
徒
表

彰
あ
り
、
女
′Ｆ
便
式
テ

ニ
ス
部

の
壮
行
会

で
は
同
窓
会
か
ら
激

励
金

の
贈
‐‐―
が
あ
り
ま
し
た

６
日

（
金
）
～

７
日

（土
）

第
７０
回
柏
樹
祭

（文
化
祭
）
が

行

わ

れ
ま

し

た
。

今
年

度

の

テ
ー

マ
は

「
大
志
」
。

ス
ロ
ー

ガ

ン
は

「
本
高
生

よ

大
志
を

抱
け
！
笑
音

に
な
れ
よ

柏
樹

家
Ｉ

ヽ
―

二
」

６
日
は

一校
内

ぃ■
ｉ
、
Ｔ
「

，́
一　
量
蟄
一「

・

´́
一　

　

　

一
　

　

■

　

●

進
路
指
導
室
か
ら

進
路
指
導
主
事

坂

上
　
幸

男

一　

近
況

ま
ず
は
、
二
学
期
の
進
路
行

事
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
．
１
年
次
で
す
が
、
指

定
校
推
薦

の
申
し
込
み
が
９
月

‐３
日
に
締
め
切
ら
れ
、
１
１
３

名

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
　
選

挙
会
議
が
９
１１
１８
日
に
行
わ
れ

第

．
次
募
集

の
選
考
会
議
も
９

１１
夕
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
ｌｊ‥‥…

”
推
薦
入
試
の
出
願
は

Ｈ
Ч
以
降
で
、
こ
れ
か
ら
生
徒

は
「
書
や
志
願
理
由
書
作
成
、

面
接
練
習
等
で
忙
し
く
な
る
こ

と
と
思
い
ま
す
「
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
試
験
の
出
願
指
導
も
始
ま

‐ノ
ま
し
た
　
例
年
１
７
０
名
程

嘆
の
生
徒
が
出
願
し
、
国
公
私

立
の

‐
…式
験
に
挑
み
ま
す
。　
一
、

三
年
次
は
、
実
カ
テ
ス
ト
、
大

学
教
授
等
に
よ
る
模
擬
授
業
、

大
学
の
現
地
見
学
会
等
の
行
事

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
　
進
路

指
導
部
と
し
て
も
、
そ
の
行
事

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

二
　
共
通
テ
ス
ト

現
在
の
＾
一年
次
ｔ
”
受
議
か

ら
セ
ン
タ
ー
試
験

に
変

わ
り
、

「大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

・
が

実
施
さ
れ
ま
す
　
国
語
や
教
学

に
記
述
式
が
導

入
さ
れ
、
英
語

は
外
部
検
定
が
導
入
さ
れ
ま
す

本
庄
高
校
進
路
指
導
部
で
は
、

今
の
．
年́
次
生
が
全
員
安
心
し

´
与
ぇ
‥‥―‐ｔ

，
■
う
つつ
し
ムヽ
つ
、　
一ｔ
一■

一ｔ

哺

Ｊ

外
部

‐
ｉ式
験
の
受
験
指
導
方
針
を

定
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
予
定

変
更
が
あ

っ
て
も
対
応
で
き
る

よ
う
対
策
を
行

っ
て
い
ま
す

９
月
９
日
に
学
年
集
会
を
開

き
、
英
検
８
回
と
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
ベ

ネ
ッ
セ
の
英
語
検
定
試
験
）
４

回
の
ど
れ
か
に
申
し
込
む
よ
う

年
間
計
画
を
示
し
て
指
導
し
ま

し
た
　
フ、
試
形
態
や
志
望
佼
、

」、
、
　

一
一　
二
　
¨
´
一
´ヽ
´
一
、

一
　

ヽ

´
　

ヽ
　

　

　

　

　

　

´

ヽ
　

　

　

ヽ

定
時
制
高
校
で
す
。
現
在
は
ト

代
か
ら
五
十
代
ま
で
、

７４
名
の

生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す

生
徒
の
約
６
割
が
正
社
員
や

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
何
ら
か
の
形

態
で
就
労
し
て
い
ま
す
　
林
―́―――

働
き
な
が
ら
一枚
勉
強
す
る
生
活

は
、
大
変
で
す
が
、
生
徒
た
ち

は
一争
業
と

い
う
目
漂
に
同
か
っ

一
、、
一一・̈
一ゝ́

〉′ヽ
一　
´ヽ
´
´
・
′．
一　
＾

サ ツ ま だ :支   L三
ツジ し ん :こ lTを
カ ボ た ti・
||111‐ |.⌒ ´

こ

:=  ́   i 「  l、  二
・   ` ■   , ― ,
ル    ー      ‐ ■

|ッ 雨 球

過 去 5年 間 の 進 路 推 移

「
,k2ヽ rl 十して291 14り戌301 平成31年

り,1子 ,と 浪ノ、 現 役 浪 人 現 役 浪 ノ、

16 ぢ l l 3 ll ]

III 20( 15 10 10 7

“

|「

`

l 0 ( 0 0 0

Fl、 立
'1,|11ブ

くF I‐ 1 I 9 () 〔) 0 I(〕 ()

ЦL:1多 ・ 1り |"!′ FI交 3 4 0 44 2 ,2 0

公務員・就 IIlll 9 () 8 1 6 1 l〔〕 1 2 6

卒業者数
(浪 人は決定者)

317 322 314 328 327

4年制大学,1学者 230 221

4年制大学 ll学帝 659(1) 67196 681,。 701111 676{|〕

浪人他 26 21

浪人率 ヽ2° f):
( 62% )2° :
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２６
日

（金
）
新
入
生
歓
迎
行

事
が
雨
天

の
た
め
体
育
館

で
行

わ
れ
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
工
夫
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、
「新

し
い
ク
ラ
ス
に
適
応
し
、
親
睦

を
深
め
る
」

こ
と
が

で
き
ま
し

ｔ一た
。

５
月‐７

日

（金
）
同
窓
会
監
事
の

黒
澤
敬
子
様
か
ら
、
書
道
部
に

筆
、
墨
、
半
紙
な
ど
を
、
ま
た
、

美
術
部
に
は
絵
筆
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
授
業
や
部
活
動
で
活

用
し
、
よ
り
良
い
作
品
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

呈
が
あ
り
ま
し
た
。

‐９
日

（金
）

一
学
期
終
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
長
講
話

で
は

「本
高
生
と
し
て
の
自
信

と
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
自
分
を

磨

い
て
ほ
し
い
」
「
セ
ル
フ
イ

メ
ー
ジ
を
高
く
持

つ
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
話
が
あ
り
ま
し

た
´
終
業
式
後
に
は
、
校
歌
斉

唱
、
生
徒
指
導
部
長
の
話
及
び

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２７
日
（土
）
～
８
月
６
日
（火
）

ま
で
ヽ

‐５
名
の
生
徒
が
本
校
の

姉
妹
校
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア

・
メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
る
エ
ッ

セ
ン
ド
ン
・キ
ー
ロ
ー
・カ
レ
ッ

で

は
、

縁

日

・

お
化

け
屋

敷

・

物
品
販
売
な

ど

趣
向

を
凝

ら
し

た
内
容

で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
ｃ

ま

た
、

展

．不

・

実
験

。
発
表

や

中
庭
ダ

ン
ス
な

ど
も
行
わ
れ
ま

し

た
．二

Ｐ

Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー
」
は
、

同
窓
会

の
協
力

を
得

て
、
大
盛

況
で
し
た
。

「
人
皆

に
美

し
き
種
子
あ
り
」

校
長

平

川

光

保

同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
学
校

の
教
育
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
こ
ん

な
詩
を
知

っ
て
い
る
で
し
ょ

つ́
か
。

「
は
き
だ

め
に
／
え
ん
ど
豆

咲
き
／
泥
池
か
ら
／
蓮

の
花

が
育

つ
／
人
皆
に
／
美
し
き

種

（た
ね
）
あ
り
／
明
日
何

が
咲
く
か
」

〓

安
積
得
也
と
い
う
方
の
「明

日
」
と
い
う
詩

で
、
私
が
教

員
駆
け
出
し
の
頃
、
先
輩

の

先
生
が

「教
員
と
し
て
心
の

支
え
に
し
て
い
る
詩
」
と
し

て
教
え
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
教
員
や
親
は
、
概

し
て
生
徒
た
ち
の
欠
点
や
良

く
な

い
所
ば
か
り
に
日
を
向

け
て
、
指
導
し
よ
う
と
し
て

し
ま

い
が
ち

で
す
。
ま
た
、

生
徒
自
身
も
自
分
の
不
得
手

な
こ
と
ば
か
り
に
囚
わ
れ
た

り
、
悩
ん
だ
り
、
周
囲

の
人

の
優
れ
た
点
を
う
ら
や
ま
し

く
思

っ
て
自
信
を
無
く
し
て

し
ま

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
生
徒
た
ち
に
は

誰

で
も
、
自
分
に
し
か
な
い

良
さ
が
必
ず
あ
る
は
ず

で
す

し
、
ど
ん
な
環
境
に
あ

っ
て

も
た
く
ま
し
く
成
長
で
き
る

力
強

い
可
能
性
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

私
は
生
徒
に
、
「皆
さ
ん
は

な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め

に
本
庄
高
校

で
学
ん
で
い
る

の
だ
。
だ
か
ら
、
も

っ
と
自

分
に
自
信
を
持

っ
て
、
自
分

で
自
分
を
ど
う
思

っ
て
い
る

か
と

い
う

『
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
』
を
高
く
持

っ
て
毎
日
の

生
活
を
送

っ
て
は
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち

に
は
、
是
非
、

自
分
自
身

の
良
さ
や
秘
め
た

る
可
能
性
を
も

っ
と
信
じ
て

は
し

い
と
思

い
ま
す
。
同
時

に
、
周
り

の
人
の
良
さ
や
優

れ
た
点
を
う
や
ま
し
が
る
の

で
は
な
く
、
自
分

の
良
さ
を

認
め
た
上
で
、
相
手

の
良
さ

も
受
け
止
め
て
い
く
大
き
な

心
を
持

っ
て
は
し
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た

ち
教
員
や
親
も
、
生
徒
た
ち

が
持

つ
キ
ラ
リ
と
光
る
良
さ

や
可
能
性
を
見
出
し
て
、
そ

の
素
晴
ら
し

い
資
質
を
伸
ば

し
て
い
く
よ
う
支
援
し
て
い

け
た
ら
最
高
だ
と
思

っ
て
い

ま
す
。

「人
皆
に
／
美
し
き
種

（た
ね
）

あ
り
／
明
日
何
が
咲
く
か
」

大
き
な
可
能
性
を
感
じ
さ

せ
る
言
葉

で
す
。
生
徒

一
人

ひ
と
り
が
、

い
つ
、
ど
ん
な

芽
を
出
し
、
ど
ん
な
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
る
の
か
。

本
庄
高
校

で
は
、
生
徒
に

寄
り
添

い
、
個
に
応
じ
た
教

育
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
生
徒
の
良
さ
を

引
き
出
し
、
生
徒
自
身
の
意

欲
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
本
庄
高
校
の

教
育
活
動
に
ご
支
援
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

た

　

ね

特進合宿 (群馬大学)

め
、
生
徒
が
安
心
し
て
受
験
で

き
る
よ
う
最
善
の
対
策
を
講
じ

て
参
り
ま
す
。

〓
一　
大
学
の
入
学
定
員
厳
格
化

一
都
市
部
の
大
学
に
学
生
が
集

中
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て

近
年
、
国
は
定
員
超
過
抑
制
の

施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
私
立

人
で
は
入
学
者
数
が
定
員
を

一

定
基
準
以
上
に
超
過
す
る
と
、

補
助
金
不
交
付
、
学
部
新
設
が

認
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
ペ
ナ

ル
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。

本
校
の
生
徒
は
、
か
な
り
の

数
が
首
都
圏
の
大
学
を
希
望
し

て
い
ま
す
。
首
都
圏
の
大
学
は

や
は
り
難
化
傾
向
に
あ
り
、
本

校
生
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
来

年
度
は
定
員
の
絞
り
込
み
も

．

段
落
し
、
今
年
度
並
み
の
合
格

者
数
で
推
移
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
進
路
指
導
部

で
は
し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
方
に
目
を
転
じ
る

と
、
良
い
大
学
が
結
構
あ
り
ま

す
。
私
立
大
学
だ

っ
た
と
こ
ろ

が
地
元
の
要
請
で
、
公
立
大
学

に
移
行
し
た
大
学
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
土
地
を

離
れ
る
の
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、

地
方
の
大
学
を
検
討
す
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
ま

・―．パソ一‐憲
」
篭
運
用
ョ
ー

一掟
時
制
教
瀬
」
酔
藪
卸
鰹
蜃
郡

・

本
校
定
時
制
は
、
本
庄

・
深

谷
地
域
に
お
け
る
唯

一
の
夜
間

の
グ
リ
ー
ン
牧
場
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
と
こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク

で
工
場
見
学
を
し
ま
し
た
。
仲

間
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
は

貴
重
で
、皆
楽
し
そ
う
で
し
た
。

‐２
月
に
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
定
時
制
生
徒
１
名
が
、
同
窓

会
の
奨
学
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

一Ｆに。卒
業
後
の
進
路
は
、
卒
業
生

‐９
名

の
う
ち
、
進
学
が
３
名
、

就
職
が
１３
名
、
未
定
が
３
名
で

す
。「

一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ク
ラ
ス
を
習

熟
度
別
に
分
け
た
授
業
、
学
習

に
課
題
が
あ
る
生
徒

へ
の
補
習
、

日
本
語
が
難
し
い
生
徒

へ
の
日

本
語
教
室
や
個
別
指
導
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
よ
る

個
別
支
援
な
ど
を
行

っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
定
時
制

へ
の
ご

支
援

。
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

中
し
上
げ
ま
す
。

昨年11月  群馬のこんにゃくパークェ場見学
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下麗吻な文武両道 :本高生の躍進 ::

令和元年7月 30日 、31日 の2日 間

にわたって開催された埼玉県公立高校

テニス大会。初日は順調にベスト8に

残ることができ関東公立高等学校テニ

ス選手権大会関東大会を賭けた2日 目

の初戦、南部地区の強豪第 3シードの

浦和西高校との対戦cジュニア経験者

の3人を擁するチームでしたが、シング

ルス3が粘りのテニスで勝利でき、本

高得意のダブルス2本と合わせて3勝 !

その後は、伊奈学園、越ケ谷高校に敗

れましたが、結果、埼玉県3位に入賞し、

3年連続「関東大会」出場を勝ち取るこ

とができました。

8月 12日 、 13日 に千葉県自子町で

行われた「関東公立高校テニス大会」で

は接戦となる対戦が多く、16チーム中

10位でしたが、実力の近いチームと緊

張感のある試合をたくさん経験でき、メ

ンバーは随分遅しくなりました。日頃か

らご支援をいただいている同窓会の皆

様、本校職員、生徒諸君に感謝の気持ち

を忘ば 、秋の大会シーズンも一層精進

したいと思いま魂

本庄高校硬式テニス部では、HPの 日

平成30年 11月 28日 ～12月 2日 、埼

玉県立近代美術館において、「第61回

埼玉県高校美術展」が開催されました。

この展示は、埼玉県内の約 150校
の美術部が参加する、美術部の県大会

にあたる大会で、昨年度の出品作品数

は絵 画 作 品が619点、立 体 作 品 が

165点、ポスター作品が78点で合計

900点近く。その中から選ばれた絵画

作品9作品を「全国高等学校総合文化

祭」に出品します。

本校から3年生・奥貫渚さんの作品

が選出され、初の全国展への出品とな

り、埼玉県団の一員として7月 27日 に

開催地・佐賀県へ向かいました。会場

では、全国から集まった見応えのある

約400点の力作が陳列されていました。

翌28日 には、佐賀県・市村記念体

育館での開会式と他県生徒との交流行

事出席。29日 には、大学教授や現役

アーティストによるワークショップ実施。

2泊 3日 の日程でしたが、生徒にとって

はなにものにも代えがたい経験でした。

日頃から同窓会の方々、本校職員、

生徒、保護者の方々、非常に多くの皆

様にご支援をいただいています事を、

この場を借 りて感謝と共にお礼申し上

げます。

その感謝の気持ちを忘れ哄 本年度

の高校美術展、2月 展に向けて一層良

いものが制作できるよう精進してまいり

ます。

2年 生の畦地恵太 くんが男子ハン

マー投で 「関東高等学校陸上競技大

会 (イ ンター八イ予選関東大会 )」 に

続き、「関東高等学校選抜新人陸上競

技大会」への出場が決まりました。昨

年度から3大会連続の関東大会出場で

あり、来年度に静岡市で開催される「全

国総合体育大会 (イ ンター八イ)」 出

場を目標にしております。彼の持ち記録

は49m38。 最終的には60mの投郷

を目指しています。

また、竹花未珠さんという2年生の

女子八ンマー投の選手が在籍していて、

今回、畦地恵太くんと共に初の関東大

会出場を決めました。今年度のインタ

ー八イ予選県大会では5位に入賞した

ものの、惜しくも関東大会出場を逃 し

ていました (女子八ンマー投は県4位

までが関東大会出場権獲得)ので、本

人の努力の結果が実って嬉しく思って

おります。

陸上部には、意欲的な選手が数多く

在籍していて、毎日活気にあお、れた練

習をしています。第一グラウンドで練習

をしておりますので、本庄高校にお越し

の際には是非見に来ていただけました

ら幸甚です。

日頃から応援 していただいている同

窓会の皆さま、先生方、生徒たちへの

感謝の気持ちを忘れ哄 これからも陸

上競技部の部活動を活性化させていき

たいと考えておりますも今後とも本庄高

校陸上競技部へのご支援の程よろしく

お願いいたします。

美術部

曹t二青撃写『琶Eヨ翻 日
動の様子がよくわ

かると思いますの

で、そちらも是非

ご覧ください。

スポーツを愛する本高生を応援します : 現役生&OB割弓|あり

キックボクシング
レスリング

サンボ//グラッフ
｀
リング HON」○―DOJO

埼玉県本庄市早稲田の社4丁目1-2
お問い合わせ/見学・体験申込 info@mcaJpノ 090… 3348‐6738 担当 :吉澤昌

本庄⑭近場 フィジカルトレーニング
バーソナルトレーニング
NATA公 認アスレティ ンク トレーナー提携

(昭和 63年卒 [高 40回 ]ノ 柔道部)
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広がる本高同窓会の輪
昭和60年卒 (高37回)学年同窓会

『52歳の集い』
言い出しっぺ幹事 小茂田 佳郁

34年 前(昭 和60イ li 3 1J卒 )に 本庄高校を卒業 した私達

は、昨年度52歳 になりました。特に記念はありません

が、平成31年 2月 23日 (土 )15時から埼玉グランドホテ

ル本庄で、初めての学年同窓会『52歳 の集い』を開催

3か月という短い準備期間で したが、学年・ クラス

併せて幹事22名 が力を合わせ、グループライン『本高

同窓会高37回卒』(132名参加)も 作つて参加を呼び掛け

ました。その結果、同級生 123名 と担任の先生 4名 に

参加 していただき、母校の思 t,出 を語 り合う素晴らし

い同窓会 となりました:出 クこi二 千::ハ カキの近況コメン

トを集めた記念冊子の発行や、クルーフラインを通 し

て欠席 した方 とも情軒そ共千jが でき、皆 さんにノJ「評で

した。

そして、後輩や同窓会のお役に立てればと、当日の

残金等を集めた153,276円

を本庄高校同窓会へ寄付

させていただきました。

次回開催に向けて、同窓会

幹事会、同窓生女 チ会、ク

ラス同窓会等が盛んに開

催 され、パワーを蓄えてい

ます。

プこから 小茂ΠI幹 事、

狩野会長、森 前校長

平成29年卒 (高69回 )同窓会

祝 成人 !

中 1'二 i し        ヽ
‐
 r. ギ :ヽ曇=D L

成人式 を前に第一回学年 同窓会 を埼玉 グラン ドホテ

ル本庄で行いました。本庄高校で皆 と過ごしたのがつ

いこの前だったような、随分前だったような=成人 と

な |,1だ に頓J:ろ う !と 皆で誓いました。

第 3回 同窓会ゴルフコンペ開催

日 日寺

会 場

参加者 (10組40人)募集

令和元年 11月 14日 (本 )

8時 20分 集合 8時 50分 スタート

li本寸ゴルフ場 TEL 0270-65-5580
(群馬県佐波郡玉村町角渕5006-1)

募集参加者数  10KL 40人
参加費  2,000円
プレー費 セルフ乗用カート、昼食付

(65歳以上運転免許証等提示)

・般 :6,950円、 65歳以上 :6,650円 、
70歳以上 :6,350円

使用テイー

1)レ ギュラーティー :70歳 までの男性
(71歳以上及び女性の希望者可 )

2)シ エアティー :71歳～ 80歳 の男性
3)レ ディースティー :女性及び 81歳 以上の男性

表彰式  プレー終了後、2階レストランにて (ド リンク
バー利用 )

表彰方法 賞金方式 優勝、 2、 3位以下参加者数によ

る、 BB, BM, NP, DCな ど多数

申込み (以下t役員にお中込みください)

茂木秀夫 ЪL 0495-21-6577  FAX同 ノI:

柿木左近 TEL 048 587 4114  FAX 048 587 4H3
齊藤勝次 ЪL 0495-33 0173  FAX同 左

長沼 章 ЪL 080 2201-8884 F2ヽ X0495215157
【第 2回同窓会ゴルフコンペ成績】
開催日 平成 30年 11月 12日 (月 )玉村ゴルフ場にて

成 績 優  勝  西本征弘 昭和 35年卒 (高 12回 )

準 優 勝  小高隆雄 昭和 41イ i卒 (高 18回 )

3  位  岡田英男 昭和 38年 卒 (高 15口 |)

女性 1位  菅原清 F 昭和42年 卒 (1汽 191J)

∞

同窓会プラン

本高卒業生限定ちン
6′000円観週～

〔料理+基本フリードリンク十ワイン〕※10名様以上

昭和62年卒・高39回 高橋大介 (埼玉グランドホテル本庄・深谷
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終 身 会 費 納 入 者 名 簿 平成30年度 埼玉縣立本庄高等學校

卒 業 年 (敬称略) 同窓会会計決算書
平成30年 4月 l日  至 平成31年

日召利131i「 lC

昭千Π137年卒

1lr{和 138年卒

昭不1139年 卒

昭不日42年卒

昭和 43年卒

昭和 45年 :卒

昭和 60年卒

平成 7年卒
｀
F成 81三卒

平成 10年卒

平成 17年卒

1句成27イ1111

平成 30年卒
｀
14成 31年卒 恨岸明日化

大久保航生

前田 愛香

馬場 涼介

齊藤 吏玖

笠本 千尋

境野 小槙

竹井祐 世

高橋 雅希

今井 康雄

自

収入の部
須田 重雄

鏡 半六

栗田 康男

平川 仁

永田喜美枝

平川 律子

栗田 道 F
黒田雄一郎

飯塚裕美子

村岡 宏 ―

武井 孝和

伊藤 ‖i予

子‖||‖  人111i

宮坂 美夢

|り |1 朱音

小暮 俊矢

小山 莉奈

村田 優菜

岩崎亜衣里

加藤 成実

ll‐ 笠 健

鶴同 康
｀r

小体 英華

松円 慶也

野崎 節子

鈴木秀夫

鈴木 柊哉

塚越 絢也

久 絢音

篠原 真唯

伊藤 未繭

稲荷 哲朗

徳永 米

山田 夕|:璃

田嶋 亮介

西村 優希

3月 31日

(単位 :円
)

Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
Ⅲ

支出の部 (単位 :円 )

収入の部合計(15,265,343円 )一 支出の部合計(14,229,104円 )

=1,036,239円 (翌年度へ繰越)

平成31年 3月 31日 現在 定期預金残高は8,000,000円

(埼玉りそな銀行定期預金)

平成31年 3月 31日 現在 終身会費納入者 6,602名

FI   目 予算額 決算額 比較増減額

入 金 684,000 692,000 8,000

終 身 会 Ft l,600,000 1,640,000 40,000

寄  付  金 100,000 15,000 △ 85,000

広 告 掲 載 料 150.000 100,000 △ 50,000

繰  入  金 0 2,000,000

雑  収  入 19,133 25,476 6,343

繰  越  金 10,792.867 10,792,867 0

合  言| 13,346,000 15,265,343 1,919,343

科  日 予算額 決算額 残  額

総  会  費 100,000 62,300 △ 37,700

組 織 編 成 費 102,452 △ 147,548

会 報 発 行 費 3,300,000 3,161,067 △ 138,933

記 念 品 費 342,000 319,240 △ 22,760

母 校 助 成 金 100,000 0 △ 100,000

積  立  金 0 10,000,000 10,000,000

会  議  費 50,000 21,715 △ 28,285

後  援  費 500,000 460,000 △ 40,000

事 務 雑 費 150,000 102,330 △ 47,670

予  備  ` 8.554,000 △ 8,554,000

合  計 13,346,000 14,229,104 883,104
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創立百周年寄付口座開設 !

埼玉縣信用金庫本庄支店

普通 口座番号 1651487
回座名 県立本庄高校創立百周年実行委員会

実行委員長 狩野輝昭
百周年は2022年ですので、皆さん宜しくお願いします。ゎ

^

奨学金ヘ

ー千万円の寄付

平成30年 に奨学金

基金へ匿名でご寄

付をいただき、同

窓会役員一同感謝

を申し上げます。

窓

伝統ある五州園の
おいしいお料理で !!

総合宴会場

⑧力 lの
常務取締役 赤岩迪子

(昭和37年卒・高14回 )

支配人 志塚照義
(平成 2年卒・高42回 )

五洲園グループ
相談役 萩原達夫

(昭和45年卒・高22回 )

ご宴会ご予約専用ダイヤル

TEL.0495‐ 22‐5225
受付時間 AM 10100～ PM6100

〒3670021 埼玉県本庄市東台4‐ 2‐5

GOSHUENグループ/ア メイジンググレイス本庄、アメイジンググレイス前橋
五州園、五州園ケータリング事業部

同 会は 令和2年同窓会定期総会

令和2年 6月 27日 (土 )

埼玉グランドホテル本庄

午後3時 :記念講演会

午後4時 :総会

午後5時 :懇親会

時

所

程

日

場

日

同窓会新年懇親会のご案内
日時 2020年 1月 25日 (土)午後 5時
会場 五州園 本庄駅北回徒歩 15分

会費 6千円

※お申込みは葉書、TEL070-1370-225ス または

http://www.hOnko― dousoukaijp/で

12月 25日 (水)までにお申込みください。


